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SC15 出展報告

伊達 進 (准教授)1 阿部洋丈 (招へい准教授)1 木戸善之(講師) 1 松本晢 (特任研究員)2    寺前勇希 3 

    応用情報システム研究部門 1 情報メディア教育研究部門 2  情報推進部情報基盤課 3 

 

  2015 年 11 月に米国テキサス州オースティンにて

開催された国際会議/展示会 SC15 において、当セン

ターの概要、研究内容、および事業内容を紹介する

ための展示ブースの出展を行った。本稿ではその展

示内容や当日の様子等について報告する。 

 

1. はじめに 
  大阪大学サイバーメディアセンターでは、例年、

米国で開催される国際会議 SC において展示ブース

を出展する活動を継続している。SC とは、The 

International Conference for High Performance 

Computing, Networking, Storage, and Analysis という正

式名称を持つ、IEEE Computer Society および ACM 

SIGARCH によって開催されている国際会議であり、

ハイパフォーマンスコンピューティング(HPC)分野

におけるトップレベル会議の一つである。それと同

時に、SC は HPC に関する最新機器や最先端技術の

国際見本市でもある。そのため、北米を中心とした

研究者や技術者に限らず、欧州、アジアの研究者や

技術者が集う最大級の国際会議／展示会となってお

り、ここ数年では登録者数は 1 万人を超える数字が

記録されている。当センターによる展示ブースの出

展は、2000 年の初出展から数え、今回で 16 回目と

なる。 

  2015 年の SC（通称 SC15 は、米国テキサス州オー

スティン市にある Austin Convention Center にて、11

月 16 日から 21 日までの期間に開催された。会場で

あるオースティンコンベンションセンターは、昨年

開催されたニューオリンズのコンベンションセン

ターと比較し、小規模な会場 (とはいえ、1 万人を

超える SC の参加者を収容できるほどの規模である

ので、国内のコンベンション施設とは比較にならな

い大きさであるが。) である。会場の利便性は非常

に高く、コンビニ、スーパーマーケット、レストラ

ン、バーなどがコンベンションセンターを囲むよう

に位置している。そのため、昨年度のニューオーリ

ンズでは展示会場を抜け出すのが億劫になるくらい

歩かなければならなかったのであるが、今年度は展

示中の昼食などで困ることはなく、展示者も慣れな

い食生活で苦しむことなく、本センターの展示によ

り一層注力できたようである。 

 なお、オースティンでの SC の開催は、2008 年度

に続いて 2 度目となり、本センターのオースティン

での展示も 2 度目である。徐々に大規模化傾向にあ

る国際会議・展示会 SC を収容できるコンベンショ

ンセンターを持つ都市が米国でも数少なく、調整も

難しい事情があるようであり、来年 2016 年度も開催

経験のあるソルトレーク(2012 年度に開催)での開催

となるようである。 

 

2. 展示内容 
  本年は、以下に紹介する当センターおよび情報推

進部の教職員 6 名(招へい教員１名を含む)、関連研

究部門に配属されている大学院生 4 名、および、昨

年度末まで関連研究部門に在籍していた東京大学大

学院生 1 名という構成で展示ブースの運営に望んだ。

展示者の記念撮影風景を図 1 に示す。なお、記念撮

影では、他ブースでの展示活動に従事していた本セ

ンターの招へい教員の方にも入っていただいた。 

 ブース展示は、11 月 16 日から 19 日までの 4 日間

行われた。その間の当ブースへの来訪者数は、ID

バッジの読み取り数で数えて 399 名であった。2014

年度の 406 名に比べて 7 名減少しているが、この数

は誤差の範囲と考える。むしろ、今年度も昨年度同

様の 400 名程度の方に本センターの概要、事業内容、

研究活動について紹介・報告できたことによって、

今年度の SC でのアウトリーチ活動もよい結果を残

せたと考えている。さらにいえば、バッジの読み取

りは、本センターの展示ポスターを 2 枚以上見てい

ただいた方を原則的に行っているため、1 枚ポス
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ターを見て帰られた方、挨拶にお越しになられた方

などはカウントされていない。そのため、ブースに

来訪していただいた方の実際数は、2 割程度多かっ

たと展示者一同考えている。 

 

 

 

図 1: SC2015 での記念撮影. 

 

  以下、SC15 にて大阪大学サイバーメディアセン

ターの出展ブースで行った展示内容について紹介す

る。（括弧内は担当者名。順不同、敬称略）。 

 

(1) About US: Cybermedia Center, Osaka University 

(寺前) 

 本ポスターでは、当センターに関する概略（所在

地、ミッション、研究部門構成など）についての紹

介を行った。 

 来訪者からは、大阪の所在地や、センターで運用

しているスーパーコンピュータについての質問が

あった。また、学内だけでなく学外に対しても、施

設・サービスを提供しているという点について、驚

く方が多かった。 

 

図 2: 展示の様子 1. 

 

(2) Large-scale Computing and Visualization Systems 

at the Cybermedia Center (寺前、伊達) 

 本ポスターでは、規模計算機システムおよび大規

模可視化システムの構成や利用状況についての紹介

を行った。 

 ブース来訪者からは、プロセッサやファイルシス

テムについての質問の他、大規模可視化対応 PC ク

ラスタシステムに搭載している「GPU」に関する質

問が多く寄せられた。多くは、「GPU をどのように

使っているのか？」もしくは「どのくらい使われて

いるのか？」といった質問であったが、来訪者自身

からコンパイラやアプリケーションの紹介を受ける

こともあった。  

 全国共同利用施設としては、地に足ついた、利用

者にとって使いやすいシステムを提供していく必要

があるが、年々様々な技術が登場し、取捨選択が難

しくなっていると感じる。今回のブース展示は技術

動向を調査する非常によい機会となった。得られた

知見を、今後のシステム運用・構築に、生かしてい

きたい。 

応用情報システム研究部門  

  スタッフ  ：伊達 進、 木戸善之  

  招へい教員 ：阿部洋丈  

         (筑波大学: 招へい准教授) 

   大学院生：   Dashdavaa Khureltulga 

          高橋慧智 

                  山田拓哉 

         清水雅治 

                  Baatarsuren Munkhdorj (東大) 

 情報メディア教育研究部門   

  スタッフ  ：松本 哲(特任助教) 

                  繁田浩功(特任研究員) 

 情報推進部基盤課      

  技術職員  ：寺前勇希 
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図 3: 展示の様子 2. 

 

(3) Architecture of SDN-enhanced MPI Framework (高

橋、 Munkhdorj)  

 本ポスターでは、当センターの応用情報システム

研 究 部 門 で 研 究 開 発 に 取 り 組 ん で い る

SDN-enhanced MPI (Software Defined Networking 

enhanced Message Passing Interface) フレーム

ワークのアーキテクチャについて紹介した。

SDN-enhanced MPI の目標は、MPI を使用した並列

分散アプリケーションの通信特性を抽出・解析し、

コンピュータクラスタのネットワークをアプリケー

ションの通信特性に応じて動的に制御することであ

る。 

 来訪者の方々の多くは、実際にスーパーコン

ピュータを運用・使用する立場の方であったため、

本研究で提案しているシステムのノード数に対する

スケーラビリティや、実際の MPI アプリケーション

での性能改善など、実用性について問われる場面が

多かった。ネットワーク技術の背景を持つ方からは、

SDN のようなクラウドから発展してきたネット

ワーク技術と、スーパーコンピュータで用いられて

いる高性能ネットワーク技術を結ぶ橋となる研究と

して期待している、と激励をいただいた。 

 例年に比べ、本研究に興味を持ち、深い質問や議

論をしてくださった方が多かった印象を受けた。来

年度展示では、定量的な実験結果や発刊済みの論文

を持ち込み、来訪者の方々とより深い議論ができる

ように準備したい。 

 

図 4: 展示の様子 3. 

 

(4) Topology-aware and scalable reliability method for 

SDN MPI_Bcast (Dashdavaa) 

 本ポスターでは Software Defined Network を応用

した高速な MPI_Bcast の信頼性向上手法について

説明した。この信頼性向上手法はトポロジを考慮す

ることにより低遅延の通信をデータ配信を確保する

ために行っている。  

  ポスター発表には、高校生から本格的に研究者、

大規模計算機や高速ネットワークに関連する企業を

している人までの幅広い知識の来客があった。特に、

本ポスターに興味を持ってくれた来訪者たちは実際

に Software Defined Networking を企業のサービス

や研究に使っていたようであり、どのようなスイッ

チを使っているか、スイッチでのパケット複製オー

バーヘッドなどのような技術的な議論をすることが

でき有意義であった。 

 また、本 SC のブース展示でも SDN に関わってい

る研究者、企業家と連携を作りたい来訪者たちも数

多くいた。例えば、実際に運営で SDN を使っている

Fabriscale のシニアソフトウェアエンジニアの

Cyrille Verrier 氏、SDN プロジェクトをし始めている

Istituto Nazionale di Fisica Nucleare (INFN)のコン

ピュータセンター長の Giuseppe Andronico 氏と議論

することもできたこともまた有意義であった。 
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図 5: 展示の様子 4. 

 

(5) Indoor evacuation system with smartphones toward 

the secure evacuation from a blackouted building  

(山田) 

  災害はしばしば大規模な停電を引き起こす。停電

した建造物からの避難は通路の暗さ、避難誘導灯の

見えづらさなどのために通常時以上に困難であり、

停電時の迅速な避難を支援するシステムが必要とさ

れている。本研究では、スマートフォンの位置を基

に避難者の場所を推定し、スマートフォン内蔵のラ

イトを用いて周辺を照らすと同時に避難すべき方向

を指示することで停電時の避難を支援するシステム

を提案している。 

  幾人かの来訪者から、着眼点、提案手法がユニー

クで面白いとのコメントを頂いた。また、想定して

いる災害とはどのようなものかという質問があり、

私が今まで地震、津波といった日本で多く発生する

災害しか意識していなかったことに気付かされた。

更に、スマートフォンの屋内位置推定手法について、

来訪者の方とのディスカッションを通し、建造物へ

設置するアンカーノード数削減につながるアイディ

アを得ることができた。 

  SC での展示を通し、私の研究の今後の発展へと繋

がりうる点を知ることができた。得た知見を今後の

研究活動へ活かしてゆきたい。 

 
図 6: 展示の様子 5. 

 

(6) Does SDN technology make HPC guys happy? – 

R&D and empirical studies towards HPC with 

enhanced network controllability- (阿部) 

 <ポスターの概要：１段落> 

  情報通信研究機構(NICT)と本学が共同で実施して

いる、Software Defined Networking (SDN) 技術の 

HPC 領域への応用に関する研究プロジェクトの全

体像と成果概要を紹介するポスターを作成し展示を

行った。 

  HPC において、Ethernet ベースの SDN 技術であ

る OpenFlow を用いるという我々試みは、HPC の主

流派から見ればある意味「異端」であり、あまり興

味を示さない来場者も居た。しかし、「ネットワーク 

のコントローラビリティは従来の HPC の概念を大

きく変えるポテンシャルを持ち得る」という我々の

メッセージを冷静に汲み取ることが出来た来場者は

総じて熱心に我々の説明に耳を傾けてくれたことが

印象的であった。また、とある発展途上国からの来

場者は、コストパフォーマンスに優れた Ethernet 

ベースの技術を使って性能向上を目指しているとい

う点に感銘を受けた様子であった。 

 SC での展示となると、とかくアメリカの大学や研

究機関を意識しがちである。しかし、実際には多種

多様なバックグラウンドを持つ研究者や来場者が集

まっており、世界に向けたアウトリーチ活動として

の効果もあることを今回特に実感した。 
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図 7: 展示の様子 6. 

 

(7) Mechanism for Handling Network and Virtualized 

Computational Resources on SDN-enhanced Job 

Management System (清水) 

  本ポスターでは、当センターの応用情報システム

研 究 部 門 で 研 究 開 発 に 取 り 組 ん で い る

SDN-enhanced JMS (Software-Defined Networking 

Job Management System) フレームワークについ

て紹介した。SDN-enhanced JMS フレームワークの

目標は、クラスタにおける計算ノードの使用状況及

び計算ノード間のネットワークの使用状況を考慮す

る、高効率かつ柔軟なジョブ管理システムの実現で

ある。 

  来場者からは、SDN-enhanced JMS におけるネット

ワーク制御機能のオーバーヘッドについてや、

SDN-enhanced JMS を導入する際にどのような機器

が必要になるか等の質問を頂いた。JMS に関する研

究では、クラスタ内のネットワークに焦点を当てた

ものは少なく、興味を持ってくださる来場者が多

かった。 

  HPC 分野に関する深い知識を有する来場者が多

く、議論を交わすことにより HPC 分野に関する見識

が深まった。今回得た見識を元に研究を進め、来年

のポスター発表の際にさらに深い議論を行いたい。 

 

 

図 8: 展示の様子 7. 

 

3.  NDM2015 & 他ブースでの活動 
 本年度のSCでは本センターのブース展示以外にも

研究成果報告が行われたので報告する。 

 

NDM2015 

  SC15 の併設ワークショップである The 5th 

International Workshop on Network-aware Data 

Management (NDM2015)に、2014 年度末までサイ

バーメディアセンター応用情報システム研究部門に

在籍していた、Baatarsuren Munkhdorj 君を筆頭著者

として投稿していた論文“Design and Implementation 

of Control Sequence Generator for SDN-enhanced MPI”

が採録されたことから、Baatarsuren Munkhdorj 君が

口頭発表を行った（図 9）。 

 

図 9: NDM2015 ワークショップでの様子. 

 以下、同氏の発表後の感想について記す。 

 “発表では、会場から2つの質問があった。一つ目

は、MPIプログラムとネットワークコントローラ間の
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同期に関する質問であり、通知パケットを送信する

ことによるレイテンシーについてであった。2つ目は、

ネットワークフローのscalabilityに関する質問であ

り、今回の提案手法ではネットワークフローの

scalabilityを評価したかどうか、また今後の予定につ

いて質問された。今回、自身にとって初めての国際

ワークショップであり、貴重な経験となった。発表

準備の中で一番時間がかかったのは、話の流れとロ

ジックを整理することだった。直前までかなり緊張

していたが、発表の時は落ち着いて自分の言葉で話

すことができた。発表の時注意したことは、「解決

した問題について相手に質問して考えさせること」と

いう指導教員のアドバイスだった。” 

 

NICT ブースでの成果報告 

  情報通信研究機構（NICT）のブースでは、委託付

き共同研究「マルチストリームデータ流通管理技術」

のポスター展示、デモンストレーション、ブースプ

レゼンテーションを行った（図 10）。ポスター展示

で は 、 研 究 で の 4 つ の 研 究 、「 SDN-MPI 」

「SDN-Visualization」「SDN-JMS」「SDN-Virtual Cluster」

のそれぞれの概要やサマリーを紹介し、詳細につい

ては大阪大学サイバーメディアセンターや奈良先端

科学技術大学院大学など共同研究先のブースへ聴衆

を誘導した。 

 

 

図 10: NICT ブースの様子. 

 

 NICT でのブースでは主に「SDN-Visualization」の

説 明 を 行 い 、 デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン で は

「SDN-Visualization」にて開発したタイルドディス

プレイミドルウェアを用いて行った。異なる解像度

のタイルドディスプレイにて画面共有を行う際、解

像度の低いタイルドディスプレイへの配送は、ネッ

トワーク帯域を必要以上に使用してしまう。そのた

めトランスコーダを用い、動的に最適な解像度へ落

とすことで、ネットワーク帯域を有効活用できる。

開発したタイルドディスプレイミドルウェアでは、

SDN 技術を用いタイルドディスプレイへの画面ス

トリームをトランスコーダへと経路変更し、解像度

最適化を行った後、タイルドディスプレイへと転送

する。デモンストレーションでのネットワーク環境

においては JGN-X/RISE のネットワーク回線を使用

した。また、うめきた産学連携拠点 VisLab オフィス

に設置したタイルドディスプレイ、産業総合研究所

つくばに設置したタイルドディスプレイと、SC 会場

間での画面共有環境を構築したが、ネットワークの

ケーブルカット障害や、ミドルウェアのデバッグな

どに時間を取られ、ミドルウェアの一部の機能の展

示しかできなかった。ミドルウェア開発は仮想環境

で開発、テストが行われていたが、実機環境で一部

機能が動作しなかった。そのバグフィックスに手間

取り、不完全なデモンストレーションとなったが、

次回、このような広域環境でのデモンストレーショ

ンを行う際は、事前準備を万全にしたい。 

NICT ブースでのプレゼンテーションは、松本特

任助教が“Enhancement HPC using SDN”の題目で、ポ

スター展示と同様に、「SDN-MPI」「SDN-Visualization」

「SDN-JMS」「SDN-Virtual Cluster」のそれぞれの概

要についての説明とともに、SDN 技術を用いた HPC

への貢献や研究の重要性をアピールした（図 11）。

十数名が参加し、聴いていただいた。その後、数名

の方は研究内容に興味を持っていただき、ポスター

展示やデモンストレーションに誘導した。 

SDN 技術の特筆すべき点は、ネットワーク管理の

一点集中もしくは自動制御、障害検知および障害回

避等の柔軟なネットワーク構築にある。SDN 技術を

用いた HPC 事例について研究発表を行ってきたが、

SDN は HPC のみならず様々な基盤技術として適用

する可能性を秘めている。サイバーメディアセン

ターとしては、HPC 運用やネットワーク基盤を運用す

る義務があり、こうした柔軟なネットワーク技術の研
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究で得られた知見は、業務でも活かされると考えら

れる。 

 

図 11: NICT ブースで発表を行う松本特任助教. 

 

NEC ブースでの事業・研究紹介 

 さらに、日本電気株式会社(NEC)の依頼により、

応用情報システム研究部門から伊達准教授

が、”Towards Flexible Supercomputing”と題して、

NEC の設置ブースにおいて、本センターの紹介とと

もに、本センターの大規模計算機を活用した研究活

動や、事例紹介を行うブースプレゼンテーションを

行った。具体的には、ユーザシステム仮想化技術

ExpEther を活用した、ユーザからの計算資源要求

に柔軟に対応可能な本センターの大規模可視化対応

PC クラスタシステムの実運用事例とともに、

Software-Defined Networking (SDN) を活用した

High-Performance Computing (HPC) の実現にむ

けた研究紹介がなされている。また、本センターの

大規模計算機事業と可視化事業を紹介するポスター

についても設置した(図 12)。 

 
図 12: NEC ブースでの本センターに関する展示. 

 

4. おわりに 
 今年度の展示においても、大阪大学サイバーメ

ディアセンターの大規模計算機および可視化事業を

はじめとし、サイバーメディアセンターの高性能計

算・ネットワーキングに関する研究成果を欧米を中

心とした 400 名弱の来訪者にアウトリーチすること

ができた。その一方で、「このような研究成果をもっ

とアピールするべきだ。」「英語での広報をもっと行

うべきだ」などの国際的なアウトリーチ活動に尽力

すべきだとの激励も数多くいただいた。国内におけ

る JHPCN、HPCI を中核とした研究活動とともに、国

際的な研究活動を積極的に推進していくことにより、

大阪大学サイバーメディアセンターのプレゼンス向

上とともに、情報公開、アウトリーチ活動にも引き

続き尽力していきたいと考える。 
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 当センターでは次回の SC16 においても展示を行

うことを計画している。関係各位には更なるご支援

とご協力をお願いしたい。 

当日展示したポスターの PDF や、その他の写真な

ど、ここで紹介しきれなかった内容については 

下記ウェブページに掲載されています。こちらも

ぜひご覧ください： 

 

http://sc.cmc.osaka-u.ac.jp/ 
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第 21 回スーパーコンピューティングコンテスト(SuperCon2015)報告および 

第 22 回スーパーコンピューティングコンテスト(SuperCon2016)告知 
 

大阪大学サイバーメディアセンター准教授  吉野 元 

 

 

1. Supercon2015 

  昨年 2015 年 8 月 17 日から 21 日までの 5 日間に

わたって、 高校生･高専生を対象とする「スーパー

コンピューティングコンテスト(SuperCon2015)」が

開催されました。 東日本から 10 チーム、西日本か

ら 10 チームが予選を通過し、本戦に進みました。 

 このコンテストは、 2 名又は 3 名を 1 チームとす

る高校生･高専生の参加者たちが、与えられた課題を

解くプログラムを 3 日間に渡って作成し、 最終日に

スーパーコンピュータで実行して、 解答の正確さや

計算の速さを競うもので、 そのレベルの高さから、 

別名「電脳甲子園」とも呼ばれています。 過去の出

場者が大学進学後に国際大学対抗プログラミングコ

ンテストで活躍するなど、 次世代の情報科学を担う

若手育成にも貢献しており、 2008 年度の文部科学

大臣賞も受賞しています。  

  1995 年の第 1 回から 2005 年の第 11 回までは東京

工業大学 (東工大 )学術国際情報センター (Global 

Scientific Information and Computing Center:GSIC)の

単独主催でしたが、 2006 年の第 12 回からは大阪大

学(阪大)(Cybemedia Center:CMC)も共同主催してい

ます。 予選に参加したチームの中から、富士川以東

50Hz 地域からは 10 チームが、 60Hz 地域からはや

はり 10 チームが参加します。 東工大と阪大の二つ

の会場で同時に開催した年は、wiki やポリコムなど

で相互に交流し、 開会式･表彰式などもポリコムを

使って二元中継で行ってきました。 このコンテスト

は 5 日間にも渡る合宿型で、 実際にスーパーコン

ピュータを高校生･高専生が使うことができるとい

う、 世界的にも大変ユニークなものです。 原則と

して毎年交互に両大学のスーパーコンピュータを使

います。 2007, 2011 年は阪大 CMC の SX-8R が、 

2009 年は SX-9 が使われました。一昨年 2014 年は、

東工大 GSIC の TUBAME 2.5 が使われました。そし

て昨年 2015 年は、更新されたばかりの阪大 CMC の

SX-ACE が使われました。 

2 予選 

  2015 年の予選課題は 6 月 1 日に下記の SuperCon 

web に公表されました。この予選課題を解くプログ

ラムを作成し、 6 月 19 日正午までにプログラムを

含む必要書類を添付してメールで申し込んでもらい

ました。 2015 年は 65 チームが予選に参加し、本選

への選出は非常に狭き門となりました。 予選問題は、 

スーパーコンピュータを使わなくても学校や家庭に

ある普通のパソコンでも解けるような課題が出題さ

れます。 例えば、 2015 年の予選課題は、無線中継

機と通信しながら動いている複数のロボットの現在

位置を、それぞれのロボットが受信している電波の

特徴から割り出すというものでした。これも含め、

過去の予選課題、 本選課題は SuperCon web に全て

掲載されています。 また、 参加者が 2 名以上集ま

らない人のために、 希望者には「認定証」も発行し

ています。 予選課題を正確に解くプログラムが書け

たら、「スーパーコン 1 級」が認定されます。 問題

のレベルに応じて 2 級と 3 級もあります。 

3 本選 

 本選の初日は開会式で参加チームの紹介、 本選

課題の発表、 攻略法の解説がありました。本戦課題

は阪大の作成チームによる「化学振動のパターンを

見つけよう」というものでした。ベロウソフ・ジャ

ボチンスキー反応に代表される綺麗な振動パターン

を示す化学反応がありますが、これをセルオートマ

トンでモデル化したものです。特に SX-ACE のベク

トル計算機としての特徴を活かす問題になるよう心

がけました。実際の本戦では、課題に取り組む前に、

SX-ACE を利用するためのオリエンテーションとベ
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クトル計算についての講義が行われ、 チームごとに

本選課題を解くためのプログラム設計に入りました。 

そして、本選 2 日目から 4 日目の午前中まではチー

ムごとにプログラムを作成しました。 この間コンテ

スト OB を含む大学生･大学院生がチューターとし

てバグ取りなどを手伝いました。 ただし、課題その

ものに関する助言はしません。 最終日の成果発表会、 

表彰式の後には懇親会も行われました。 高校生･高

専生の参加者たちと、 両大学の教員、 学生チュー

ターたちが、 プログラミングや大学について語らう

大切な時間となっています。  

4  SuperCon 2016 の告知 

  2016 年は 8 月 22 日から 26 日までの 5 日間での開

催を予定しています。 予選課題は 6 月 1 日に公表

予定で、 課題提出〆切は 6 月 17 日正午です。 使

用するスパコンは、東工大の TSUBAME2.5 の予定で

す。 本年もチャレンジする高校生･高専生、引率の

先生方など参加者の皆さんに喜んでいただけるよう

様々な工夫を凝らそうと関係者一同考えています。 

本稿が皆様のお目に触れるときには既にスケジュー

ルが進行しているかもしれませんが、もしも可能な

ら ば み な さ ま も お 知 り 合 い の 高 校 生 に 

SuperCon2016 というものがあり、大変に楽しい行事

であることを呼びかけてください．また、来年以降、

すなわち SuperCon2017 以降への参加、お申し込み

をご検討頂ければ幸いです。 

5  Web 

http://www.gsic.titech.ac.jp/supercon/ が

コンテストページです。 ぜひ一度御覧ください。 
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大規模計算機システム利用者講習会等の紹介 
 

大阪大学サイバーメディアセンター准教授  降籏 大介 

 

 

1. 概要 

  サイバーメディアセンターの関係者は、導入し

ている大規模計算機システムを如何にしたらユーザ

により有効活用してもらえるかを日々考えています。

その一環として、マニュアル等の充実、ユーザから

の質問をメールなどで受け付ける仕組みの構築、

FAQ の整備検討などを行っておりますが、その中で

も重要と位置づけているのがここで紹介する講習会

です。講習会は大規模システムの開発や管理などを

行っている関係者とユーザが直接やりとり出来る場

でもありお互いに大変貴重な機会なため、講習会講

師だけでない関係者も立ち会うことがしばしばです。

そして、その講習会の内容は、スーパーコンピュー

タの OS としての Unix 環境についてのものやそ

のハードウェアについての概要説明からはじまり、

ユーザにとって重要な並列計算の概要から各種プロ

グラミング技法の詳細や専門家用の特殊なソフトウ

ェアについてのものに至るまで、ユーザの要望に沿

ったものとなっていると考えております。次ページ

に掲載しております表を参照していただきますとわ

かりますが、大規模計算機の利用者だけではなく、

学生、教員、研究者を幅広く対象として年に 14～15

回開催しております．さらにサイバーメディアセン

ター大規模計算機システムの web では、より詳細

な情報を掲載しておりますので、ぜひご閲覧くださ

い。 

 

2. 多忙な方も参加しやすく 

近年、学生も研究者も大変に多忙です．これをう

けて、サイバーメディアセンターの講習会は原則と

して 年に 2 回、ほぼ同じ内容の講習会を開催するよ

うに工夫しています。時期としては毎年、6 月頃と

10 月頃に集中的に開催しています。これは、学期始

めや学期末を外して欲しい、あまり年度の後ろ側だ

と学生の研究開始に間に合わないなどのユーザの声

を反映したもので、なるべく多くのユーザが参加で

きるようにと配慮した結果です。また、Gaussian な

どの講師を確保しにくい研究者用専門ソフトウェア

の講習会については、東北大学と協力してテレビ会

議システムを用いることで講師を確保し、講習会を

開催しています。こうした努力の甲斐あってか各講

習会ともに一定数のユーザの参加をいただいており、

ユーザの皆様に役立てていただいていると考えてい

ます。 

 

3. 初学者にも優しく 

こうした講習会は敷居が高いと思われがちですが、

先に述べたように 1 年間におおよそ 15 回程度の講

習会を開催しておりますうち、おおよそ 1/4 は初学

者が対象の内容のものです。具体的には、Unix の簡

単な操作方法についてや、スパコンハードウェアの

概要説明、並列計算の概念のみの説明などからなり

ます。スーパーコンピュータを使うユーザというと

こうした知識やプログラミング技法について大変な

プロフェッショナルばかりかとよく思われがちです

が、どなたにも「初めての時」はあるものですし、

細かい技術についてはマニュアルが有っても、基礎

的な概念や手法についてはどこにも記載が無いとい

うことも珍しくないのです。サイバーメディアセン

ターはこうした点を補い、より広い分野・方面の方

にユーザとしてシステムを使ってもらうべく、常に

初学者に優しくありたいと考えてこのような構成に

しています。 

 

4. プロフェッショナルな方も 

もちろん、サイバーメディアセンターはプロフェ

ッショナルなユーザへの支援も怠らず、専門的な内

容についても講習会を計画、実施しています。並列
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計算のプログラミング技法 MPI についての講習会

はもちろんのことスーパーコンピュータや大規模並

列計算機が活躍の場である言語  HPF (High 

Performance Fortran) についての専門家による講習

会、そして、AVS, Gaussian といった専門分野に特

化したソフトウェアの講習会も行っています。一部

の講習会は、大規模計算機システムの開発そのもの

を行っている会社から技術者を講師として招き、非

常に微細な部分に至るまで技術的な話を聞くことが

出来る機会としています。 

 

5. ぜひご参加され、そしてフィードバックを 

講習会の情報については、サイバーメディアセン

ターの web である 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lecture_event/lecture/ 

にて常に公開しております。随時更新しております

ので、ぜひ頻繁にご覧になり、ご興味のある会に積

極的にご参加ください．皆様のご参加を常に歓迎い

たします。 

  また、このように、様々な工夫と努力のうえに行

われている講習会ですが、大規模計算機システムの

ユーザの使い方は日々変わっていくものですから、

講習会もそれにあわせて変化、進歩していく必要が

あります。しかし、それにはユーザの方々の意見が

なにより重要です。そのフィードバックの先に、よ

り良い講習会の実現が有ります。ユーザの皆様にお

かれましては、遠慮をせずに、いつでも構いません

ので、講習会についての要望をぜひサイバーメディ

アセンターまでお聞かせください。 
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講習会名 開催日時 講師 開催場所

1 スパコンに通じる並列プログラミングの基礎
6月6日（月）

13：30 - １5：00
サイバーメディアセンター

　降旗 大介 准教授
サイバーメディアセンター本館

サイバーメディアコモンズ

2
スーパーコンピュータ概要 と
スーパーコンピュータ利用入門

6月10日（金）
13:30 - 17:30

サイバーメディアセンター
　吉野 元 准教授
　木戸 善之 講師

　情報基盤課 技術職員

サイバーメディアセンター本館

3 SX-ACE 高速化技法の基礎
6月16日（木）
13:30 - 17:30

日本電気(株) サイバーメディアセンター本館

4 並列コンピュータ高速化技法の基礎
6月17日（金）
13:30 - 16:30

日本電気(株) サイバーメディアセンター本館

5 SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI)
6月23日（木）
10:00 - 16:30

日本電気(株) サイバーメディアセンター本館

6 SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF)
6月24日（金）
13:30 - 16:30

日本電気(株) サイバーメディアセンター本館

7 スパコンに通じる並列プログラミングの基礎
9月開催

予定
サイバーメディアセンター

降旗 大介 准教授
サイバーメディアセンター本館

8
スーパーコンピュータ概要 と
スーパーコンピュータ利用入門

9月開催
予定

サイバーメディアセンター
　吉野 元 准教授
　木戸 善之 講師

　情報基盤課 技術職員

サイバーメディアセンター本館

9 SX-ACE 高速化技法の基礎
9月開催

予定
日本電気(株) サイバーメディアセンター本館

10 並列コンピュータ高速化技法の基礎
9月開催

予定
日本電気(株) サイバーメディアセンター本館

11 SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI)
9月開催

予定
日本電気(株) サイバーメディアセンター本館

12 SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF)
9月開催

予定
日本電気(株) サイバーメディアセンター本館

13 AVS可視化処理入門
9月開催

予定
サイバネットシステム(株) サイバーメディアセンター本館

14 AVS可視化処理応用
9月開催

予定
サイバネットシステム(株) サイバーメディアセンター本館

講習会名 開催日時 開催機関 受講場所

15 Gaussian講習会（配信）
8月開催

予定
東北大学 サイバーメディアセンター本館

テレビ会議システムによる講習会

2016年度 大規模計算機システム利用講習会
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2015 年度大規模計算機システム利用講習会 アンケート集計結果 

 

講習会名 開催日時 申込者数 受講者数 学内 学外

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/2)
6月2日(火)

13:30 - 15:00
32 28 28 0

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(6/16)
6月16日(火)

13:00 - 17:00
10 7 7 0

SX-ACE 高速化技法の基礎(6/18)
6月18日(木)

13:00 - 16:00
9 6 5 1

並列コンピュータ高速化技法の基礎(6/23)
6月23日(火)

13:00 - 16:00
5 5 5 0

SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI)(6/25)
6月25日(木)

10:00 - 16:00
8 8 6 2

SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF)(6/30)
6月30日(火)

13:00 - 16:00
4 3 2 1

Gaussian講習会(8/28)
8月28日（金）

13:00 - 17:00
7 6 6 0

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(9/1)
9月1日(火)

13:30 - 15:00
31 23 23 0

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(9/15)
9月15日(火)

13:30 - 17:00
13 10 10 0

SX-ACE 高速化技法の基礎(9/17)
9月17日(木)
13:30 - 16:00

9 7 6 1

並列コンピュータ高速化技法の基礎(9/25)
9月25日(金)

13:30 - 16:00
6 3 3 0

SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI)(9/29)
9月29日(火)
10:00 - 16:00

4 2 1 1

SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF)(9/30)
9月30日(水)

13:30 - 16:00
3 1 1 0

AVS可視化処理入門(10/8)
10月8日（木）

10:00 - 16:00
10 7 3 4

AVS可視化処理応用(10/9)
10月9日（金）

10:00 - 16:00
6 5 3 2

合計 157 121 109 12
 

 

学内 108

学外 12

受講者内訳

教員 24 技術職員 0

事務職員 0

⼤学院⽣

57

学部学⽣

16

研究⽣ 5

研究員 13
その他 5

受講者職種
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◆今回の講習会についてどのようにお知りになりましたか。（複数回答可） 

 

講習会名
CMC
HP

メーリング
リスト

大阪大学
HP

掲示板
（ICHO)

掲示板
（KOAN)

教員
から

知人
から

その他

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/2) 2 19 0 0 2 6 0 1

スーパーコンピュータ概要と

スーパーコンピュータ利用入門(6/16)
4 1 0 0 0 1 1 0

SX-ACE 高速化技法の基礎(6/18) 3 1 0 0 0 2 0 0

並列コンピュータ高速化技法の基礎(6/23) 2 0 0 0 0 3 0 0

SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI)(6/25) 3 0 0 0 0 4 0 0

SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF)(6/30) 1 1 0 0 0 0 0 1

Gaussian講習会(8/28) 4 0 2 0 0 1 0 0

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(9/1) 1 9 2 0 2 3 2 3

スーパーコンピュータ概要と

スーパーコンピュータ利用入門(9/15)
3 3 1 0 1 4 1 0

SX-ACE 高速化技法の基礎(9/17) 1 1 0 1 2 4 1 0

並列コンピュータ高速化技法の基礎(9/25) 1 0 0 0 1 2 1 0

SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI)(9/29) 0 0 0 0 0 1 0 1

SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF)(9/30) 0 1 0 0 0 0 0 0

AVS可視化処理入門(10/8) 2 0 0 0 0 4 2 0

AVS可視化処理応用(10/9) 2 0 0 0 0 2 2 0

合計 29 36 5 1 8 37 10 6
 

 

 0 5 10 15 20 25 30 35 40

学内掲⽰板（ICHO)
⼤阪⼤学HP

その他
学内掲⽰板（KOAN)

知⼈から
CMCホームページ
メーリングリスト

教員から
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◆今回の講習会の開催日は適当でしたか。 

 

◆今回の講習会の時間は適当でしたか。 
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SX-ACE ⾼速化技法の基礎(6/18)

並列コンピュータ⾼速化技法の基礎(6/23)

SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(MPI)(6/25)

SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(HPF)(6/30)

Gaussian講習会(8/28)

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(9/1)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利⽤⼊⾨(9/15)

SX-ACE ⾼速化技法の基礎(9/17)

並列コンピュータ⾼速化技法の基礎(9/25)

SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(MPI)(9/29)

SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(HPF)(9/30)

AVS可視化処理⼊⾨(10/8)

AVS可視化処理応⽤(10/9)
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SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(MPI)(6/25)

SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(HPF)(6/30)

Gaussian講習会(8/28)

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(9/1)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利⽤⼊⾨(9/15)

SX-ACE ⾼速化技法の基礎(9/17)

並列コンピュータ⾼速化技法の基礎(9/25)

SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(MPI)(9/29)
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◆会場の大きさ、場所は適当でしたか。 

 

◆今回の講習会の内容はどうでしたか。 
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◆今回の講習会で取り扱った内容量はどうでしたか。 

 

 

◆今回の講習会での講師の進め方はどうでしたか。 

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0
0

0

0

1

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

20

5

5

5

5

3

6

12

10

5

3

2

1

5
4

7

2

0

0

0

0

0

8

0

0

0

0

0

2
1

1

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0
0

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/2)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利⽤⼊⾨(6/16)

SX-ACE ⾼速化技法の基礎(6/18)

並列コンピュータ⾼速化技法の基礎(6/23)

SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(MPI)(6/25)

SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(HPF)(6/30)

Gaussian講習会(8/28)

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(9/1)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利⽤⼊⾨(9/15)

SX-ACE ⾼速化技法の基礎(9/17)

並列コンピュータ⾼速化技法の基礎(9/25)

SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(MPI)(9/29)

SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(HPF)(9/30)

AVS可視化処理⼊⾨(10/8)

AVS可視化処理応⽤(10/9)

0 5 10 15 20 25 30

⾮常に多い

やや多い

ちょうど良い

やや少ない

⾮常に少ない

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0

3
0
1
1
1
1
1
1

0
0
0

24
5
6

5
4

3
5

20
9

5
2

0
1

5
4

3
2
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

2
1

1
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0
0

0
0

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/2)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利⽤⼊⾨(6/16)

SX-ACE ⾼速化技法の基礎(6/18)

並列コンピュータ⾼速化技法の基礎(6/23)

SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(MPI)(6/25)

SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(HPF)(6/30)

Gaussian講習会(8/28)

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(9/1)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利⽤⼊⾨(9/15)

SX-ACE ⾼速化技法の基礎(9/17)

並列コンピュータ⾼速化技法の基礎(9/25)

SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(MPI)(9/29)

SX-ACE 並列プログラミング⼊⾨(HPF)(9/30)

AVS可視化処理⼊⾨(10/8)

AVS可視化処理応⽤(10/9)

0 5 10 15 20 25 30

速い
やや速すぎる
普通
やや遅すぎる
遅い

－ 74－



◆今回の講習会の満足度は？ 

 

◆今回の講習会の資料はどうでしたか。 
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◆今回の講習会は皆さんの今後の研究・業務・勉学に役立つと思いますか。 

 

◆他の情報基盤センター等も含め、これまでにスーパーコンピュータを利用したことがありますか。 
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◆サイバーメディアセンターの大規模計算機システムの利用を希望されますか。 

 

 
 

 

利⽤している

20

利⽤したい 40検討中 39

直接申請 2

HPCI応募 0
利⽤

しない 12
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2016 年度「HPCI(High Performance Computing Infrastructure)利用」の活動状況 

 

HPCI システムは、個別の計算資源提供機関ごとに分断されがちな全国の幅広いハイ

パフォーマンスコンピューティング（HPC）ユーザ層が全国の HPC リソースを効率よく

利用できる体制と仕組みを整備し提供することを目的として構築され、2012 年 10 月よ

り運用開始しました。北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京工業大学、名

古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学の各情報基盤センター、及び理化学研究所、

海洋研究開発機構、統計数理研究所が資源提供機関となり、「京」を始めとする計算機

資源や、共有ストレージ、ネットワーク、認証基盤、可視化装置等といったシステムを、

中立・公正で科学的・技術的・社会的根拠に基づき配分・提供しています。 

 

■大阪大学計算機資源を利用する採択課題一覧 

 2016 年度公募で採択された課題（利用期間 2016 年 4 月～2017 年 3 月） 

 

利用枠 利用資源 研究課題名
課題責任者
所属機関

京以外
一般課題

SX-ACE 酸化自由エネルギーの第一原理計算による光合成系の構造解析 東北大学

京以外
一般課題

SX-ACE First-principles Studies of Ferroelectric Oxide Surfaces and Interfaces University Malaya

京以外
一般課題

SX-ACE 星形成と惑星形成分野を横断する大規模数値シミュレーション 九州大学

京以外
一般課題

SX-ACE 極低温遷臨界・超臨界状態における同軸噴流の大規模数値解析 九州工業大学

京以外
一般課題

SX-ACE 星形成と惑星形成分野を横断する大規模数値シミュレーション 九州大学

京以外
一般課題

SX-ACE 高シュミット数のスカラーが形成する密度成層流体の流れ 京都大学

京以外
産業利用課題
（実証利用）

大規模可視化対応
PCクラスタ

新薬開発を加速する「京」インシリコ創薬基盤の構築 バイオグリッドセンター関西
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2016 年度「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」の活動状況 

 

「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」は、北海道大学、東北大学、東京大学、

東京工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学にそれぞれ附置するスーパー

コンピュータを持つ 8 つの共同利用の施設を構成拠点とし、東京大学情報基盤センターが

その中核拠点として機能する「ネットワーク型」共同利用・共同研究拠点として、文部科

学省の認可を受け、2010 年 4 月より本格的に活動を開始しました。 

本ネットワーク型拠点の目的は、超大規模計算機と大容量のストレージおよびネットワ

ークなどの情報基盤を用いて、地球環境、エネルギー、物質材料、ゲノム情報、Web データ、

学術情報、センサーネットワークからの時系列データ、映像データ、プログラム解析、そ

の他情報処理一般の分野における、これまでに解決や解明が極めて困難とされてきたいわ

ゆるグランドチャレンジ的な問題について、学際的な共同利用・共同研究を実施すること

により、我が国の学術・研究基盤の更なる高度化と恒常的な発展に資することにあります。

本ネットワーク型拠点には上記の分野における多数の先導的研究者が在籍しており、これ

らの研究者との共同研究によって、研究テーマの一層の発展が期待できます。 

2016 年度の課題募集には合計 47 件の応募があり、東京大学情報基盤センターで開催され

た課題審査委員会及び運営委員会にて審議され、39 課題が採択されました。このうち 6 課

題が大阪大学を利用することとなっています。 

 

 

課題代表者 研究課題名 
課題代表者 

所属機関 
利用大学 

若谷 彰良 
分散メモリ型スーパーコンピュータにおける直接法と 

反復法の並列化行列解法の研究 
甲南大学 東大、京大、阪大

冨永 哲雄 
PM-2 次元散乱パターン RMC 法による SPring-8 実験からの 

3 次元構造モデル構築の HPC 利用スキーム構築 
JSR 株式会社 北大、名大、阪大

萩田 克美 高分子材料系の粗視化 MD の次世代大規模 HPC 利用の基盤的研究 防衛大学校 
北大、東大、名大、

阪大、九大 

森 伸也 次世代トランジスタの量子輸送シミュレーションに関する研究 大阪大学 阪大 

柏崎 礼生 
耐災害性・耐障害性の自己検証機能を具備した広域分散仮想化基盤

に関する研究とその実践的運用 
大阪大学 

北大、東北大、 

京大、阪大、九大

渡場 康弘 
Toward a resilient software defined infrastructure to support 

disaster management applications 

奈良先端科学技術
大学院大学 

阪大 
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2016 年度 大規模計算機システム公募型利用制度の活動状況 

 

大阪大学サイバーメディアセンターでは、大規模計算機システムを活用する研究開発

の育成・高度化支援の観点から、本センターが参画する「ネットワーク型」学際大規模

情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）や革新的ハイパフォーマンス・コンピュー

ティング・インフラ（HPCI）の目的を踏まえつつ、今後の発展が見込まれる萌芽的な研

究課題や本センターの大規模計算機システムを最大限活用することで成果が見込まれ

る研究課題を公募しています。 

本センターが設置する大規模計算機システム公募型利用制度は、今後の発展が見込ま

れる萌芽的な研究課題を募集する(1)若手・女性研究者支援萌芽枠、大規模計算機シス

テムを最大限活用することで成果が見込まれる研究課題を募集する(2)大規模 HPC 支

援枠から構成されます。 

 

■2016 年度公募型利用制度 採択課題一覧（利用期間 2016 年 4 月～2017 年 3 月） 

 

利用枠 利用資源 研究課題名 代表者所属機関

若手・女性研究者
支援萌芽枠

大規模可視化対応
PCクラスタ

固液界面における和周波発生分光スペクトルの
第一原理シミュレーション

大阪大学
基礎工学研究科

若手・女性研究者
支援萌芽枠

大規模可視化対応
PCクラスタ

鼻咽腔閉鎖時における流路トポロジー変化が
呼気に及ぼす影響

大阪大学
歯学部附属病院

若手・女性研究者
支援萌芽枠

大規模可視化対応
PCクラスタ

キロテスラ級磁場下における
超高強度レーザープラズマ相互作用の物理

大阪大学
レーザーエネルギー学

研究センター

大規模HPC支援枠 SX-ACE 格子量子色力学を使った高密度物質の研究
佐賀大学

工学系研究科

大規模HPC支援枠
大規模可視化対応

PCクラスタ
初期宇宙における銀河形成と巨大ブラックホール形成

大阪大学
理学研究科
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大規模計算機システム Ｑ＆Ａ 

 

2015 年度に当センターに寄せられた質問を掲載しております。 

同等の内容を下記の Web ページでも閲覧いただけます。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/faq/ 

 

 

Ｑ．年度途中で資源(ノード時間)の追加は可能でしょうか？ 

Ａ．はい。可能です。 

資源追加の申請につきましては、以下の利用者管理 WEB システムから申請頂いております。 

 

利用者管理システム(要認証) 

https://zenkoku-web.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/saibed/ 

 

申請手順につきましては、以下のページにまとめておりますので、ご参照ください。 

 

一般利用(学術利用) 資源追加申請 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/service/basic_resourceadd/ 

 

 

Ｑ．ユーザ間でファイルを転送することは可能でしょうか？ 

Ａ．サイバーメディアセンターの大規模計算機システムでは、フロントエンドからの SFTP、SSH、SCP

等は使用できません。ローカルとフロントエンド間の SFTP は可能ですので、ご自身の端末を経由し

ていただき、転送していただきますよう、お願いいたします。 

 

 

Ｑ．GROMACS を使用することは可能でしょうか？ 

Ａ．はい。可能です。 

現在、VCC（大規模可視化対応 PC クラスタシステム）で提供しております。 

利用方法については下記をご参照くださいませ。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/system/manual/vcc/gromacs/ 

 

なお、SX-ACE で GROMACS を利用することはできません。導入予定も今のところありません。 

ご理解のほど、お願いいたします。 

 

 

Ｑ．SX-ACE で共有ライブラリを使用することはできますか？ 

Ａ．SX では so 形式(Dynamic Shared Object)には対応しておらず、全て静的リンク用のオブジェクトと

なり、オブジェクトコードのファイルのまま取り扱うか、sxar コマンドでアーカイビング(*.a)形

式にして使用する必要があります。 
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Ｑ．リトルエンディアンで書き込みのなされたファイルを読み込んでプログラムを実行することは可能

でしょうか？ 

Ａ．はい。F_UFMTENDIAN 環境変数を指定することで可能です。 

ジョブスクリプトの中で、以下のように指定くださいませ。 

  #PBS -v F_UFMTENDIAN=［装置番号］   

※ご注意 

当センターで採用しておりますスケジューラ(NQSII)の仕様で、「setenv」で環境変数を指定す

ると、マスターノードにのみ有効に働き、スレーブノードには反映されません。（マルチノード

ジョブの場合です。シングルノードジョブの場合ですと setenv でも問題なく動作します。）  

 

 

Ｑ．HCC で MPI ジョブを実行すると「/opt/intel/impi/4.1.3/bin/mpirun: line 274:  7046 セグメン

テーション違反です」というエラーが表示されます 

Ａ．MPI 実行時のコマンドとして「mpirun」を指定されているため、エラーが表示されております。HCC

にて MPI をご利用いただく場合は「mpiexec」コマンドをご利用くださいませ。 

  

以下のページに、HCC で MPI を使用する際のスクリプト例を記載しております。 

ご一読くださいませ。 

 

MPI 利用方法（HCC） 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/system/manual/hcc/mpi/ 

 

 

Ｑ．ジョブ投入時に Request could not be routed.Request deleted.というエラーが表示されます 

Ａ．投入したジョブクラスに誤りがある可能性があります。ジョブクラスの指定をご確認ください。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/system/jobclass/ 

 

 

Ｑ．SX-ACE で MPI を利用した際に表示される実行性能情報(MPIPROGINF)の見方を教えてください 

Ａ．出力される情報はマニュアル「MPI/SX 利用の手引き」の「2.13.6 MPI プログラム実行性能情報」

をご覧ください。(要認証) 

https://portal.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/secure/manual/SXACE/J/MPISX.pdf  

 

※ご注意 

ノード間を MPI、ノード内は OpenMP で並列化して実行した場合、ユーザ時間：UserTime やシステ

ム時間：SysTime として出力される情報は、プロセス単位の CPU 時間となります。したがって、

各コアの実行時間を積算した値が表示され、RealTime:経過時間よりも長い時間が出力されること

がありますので、ご注意ください。 
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Ｑ．計算機のメンテナンス前後に投入したジョブはどのような挙動になるのでしょうか？ 

Ａ．ジョブの投入時間と経過時間の指定により、実行されるタイミングがやや異なりますが、基本的に

は正しく実行されます。 

※共有利用の場合は、他の利用者の投入状況によって、待ち時間が発生する場合がございます。 

 

 

 

 

 

(1)メンテナンス前にジョブを投入した場合 

投入したジョブの実行終了予定時刻が、メンテナンス開始時刻を超えていた場合、メンテナン

ス終了後まで実行されません。実行終了予定時刻は、「投入時間」とジョブスクリプトに記載し

た「経過時間の指定(elapstime_req)」から算出します。 

例えば、ジョブスクリプトに「elapstime_req=5:00:00」と記載したジョブを、13:00 に投入し

た場合、実行終了予定時刻は 18:00 となります。※共有利用の場合は、上記に関わらず、他の

利用者の投入状況によって実行されない場合がございます。 

 

(2)ジョブの実行終了予定時刻がメンテナンス開始時刻を超えていない場合 

正常に実行されます。(メンテナンスの終了を待たずに実行可能です) 

  

(3)ジョブの実行終了予定時刻がメンテナンス開始時刻を超えている場合 

前述の通り、メンテナンス終了後まで実行されません。投入されたジョブは QUE 状態のまま受

け付けられ、メンテナンス終了後に実行されます。ただし、「経過時間の指定(elapstime_req)」

を調整し、実行終了予定時刻がメンテナンス時刻を超えないようにして、再投入することで、

実行できる可能性があります。もしお急ぎの場合は、お試しください。 
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(4)メンテナンス計画前に、メンテナンス開始時刻を超えるジョブを実行している場合 

占有利用等で、長時間のジョブを実行されている方が対象となります。メンテナンス開始まで

は正常に実行されます。メンテナンス中は、計算を実行できませんので、停止をお願いするこ

とがございますが、ご了承ください。このケースに該当している場合、こちらからご連絡いた

します。 

  

(5)メンテナンス中にジョブを投入した場合 

メンテナンス終了後まで実行されません。 

投入されたジョブは QUE 状態のまま受け付けられ、メンテナンス終了後に実行されます。 

  

(6)メンテナンス後にジョブを投入した場合 

正常に実行されます。 
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